
自治体における
DXの推進
R6.5.8～10

小規模自治体の
ためのDXの推進
R6.9.11～13

DX推進リーダー
養成研修

R6.5.29～31

デジタル技術を活用した
窓口業務改革の推進

R6.8.21～23

自治体職員のためのデータ分析の基本
①R6.6.24～26②R7.2.12～14

デザイン思考を活用した新たな行政課題の
解決方法 R6.10.9～10.11

令和６年度JIAM・DX関係研修のご案内

「一人情シス」の
皆様に！

デジタルツールを活用し
要件を整理し発注できる

人材へ！

フロントヤード
改革に！

DX推進の計画策定、人材
育成を担当する方に！

 政府の動向から自治体の事例を含め、第一線の講師から集中的に学べます！
 能動的な学習（アクティブラーニング）により、受講後すぐに実践できる能力が身につきます！
 3日間の集合・宿泊研修により、自治体の枠を越えたネットワーク形成ができます！

DXの基礎となる
データ利活用の
スキルアップに！

システムの標準化、デジタル人材の確保・育成、窓口業務改革の推進など、自治体DX推進におけ
る課題は多岐にわたり、全庁的な対応が求められています。
JIAMでは、それぞれの部署や職員の現状に応じた研修を実施いたしますので、それぞれのニーズ

に応じてご活用ください！

ここがおすすめ！JIAM研修

ユーザー視点に立った
課題解決手法を学ぶ！

多様なニーズに応えます！



令和６年度JIAM・DX関係研修のご案内（詳細）

研修名 実施期間
（募集期間）

対象者
予定人数

内容

自治体のためのDXの推進
R6.5.8～5.10

（R6.2.16～3.15）

DX推進に関わる
市区町村の職員

50名

DXの必要性や国の最新動向、自治体におけるDX推
進に必要な体制整備や具体的に進めて行くための
基礎的な知識や考え方について学びます

小規模自治体のための
DXの推進

R6.9.11～9.13
(R6.6.24～7.23）

小規模自治体の
DX担当職員

50名

小規模自治体が着実にDXを推進できるよう今後の
DXの基礎的な知識の習得や広域連携の手法などを
学びます

DX推進リーダー養成研修
R6.5.29～5.31

（R6.3.15～4.12）

経験年数1年以上の
情報政策担当職員及び

各部局のDX推進リーダーと
して位置づけられる職員

40名

自治体DXの全体像を把握するとともに、システム
調達や運用・保守業務など情報システム担当者に
求められる必要な知識を習得します

デジタル技術を活用した
窓口業務改革の推進

R6.8.21～8.23
（R6.6.6～7.8）

住民や税務等の
窓口業務担当職員

40名

業務フロー図の作成手法の習得や住民の視点に
立った窓口利用体験調査を体験し、窓口業務改革
を推進するために必要な知識を習得します

自治体職員のための
データ分析の基本

①R6.24～6.26
（R6.3.27～5.13)

②R7.2.12～2.14
（R6.11.15～12.13)

市区町村の職員
各50名

仮説とデータを組み合わせて、地域の課題を解決
するために必要なデータの収集方法と注意点、統
計を読み解く際のポイント、施策への展開等、
ビックデータ等の分析・活用の基礎を学びます

デザイン思考を活用した
新たな行政課題の解決方法

R6.10.9～10.11
（R6.7.22～8.23）

市区町村の職員
30名

「デザイン思考」についてその基礎を学ぶととも
に、「リビングラボ」など地域での実践事例を参
考に、活用メリットや導入プロセスを考えます

問い合わせ先
公益財団法人 全国市町村研修財団 全国市町村国際文化研修所 教務部
〒520-0106 滋賀県大津市唐崎2-13-1
Tel：077-578-5932
E-mail：kenshu@jiam.jp  HP：https://www.jiam.jp

※各研修の具体的な内容や講師については、お申込み開始時にチラシとHPにより別途ご案内いたします。
※申し込みにつきましては、上記の募集期間中に申込専用フォーム（https://4d2.jiam.jp/ApplicationForm/Main）からお願いします。

（申込専用フォーム）

https://4d2.jiam.jp/ApplicationForm/Main
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